
 

 

 

 

    

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

* 料金は全て自費診療となります。料金は全て自費診療となります。料金は全て自費診療となります。料金は全て自費診療となります。 

* 採血採血採血採血･採尿･採尿･採尿･採尿による検査になりますのでによる検査になりますのでによる検査になりますのでによる検査になりますので、、、、 

ご予約不要です。ご予約不要です。ご予約不要です。ご予約不要です。 

* お薬をお薬をお薬をお薬を服用されている方は、服用されている方は、服用されている方は、服用されている方は、お薬手帳お薬手帳お薬手帳お薬手帳 

もしくはもしくはもしくはもしくはお薬の名前が分かるものをお薬の名前が分かるものをお薬の名前が分かるものをお薬の名前が分かるものを 

持参下さい。持参下さい。持参下さい。持参下さい。 

 

 

 

 

  

医療法人社団健育会医療法人社団健育会医療法人社団健育会医療法人社団健育会    石川島記念病院石川島記念病院石川島記念病院石川島記念病院    健診内科健診内科健診内科健診内科    

〒〒〒〒104-0051    東京都中央区佃東京都中央区佃東京都中央区佃東京都中央区佃 2-5-17     お問合せはお問合せはお問合せはお問合せは TEL 03（（（（3532））））3201    

4 項目同時実施で￥42,000 

● 判定･結果説明判定･結果説明判定･結果説明判定･結果説明 

          久保久保久保久保 明明明明    医師医師医師医師 

● 結果説明日結果説明日結果説明日結果説明日 

毎週火曜日毎週火曜日毎週火曜日毎週火曜日 10:30～～～～11:30(予約予約予約予約) 

検査後、検査後、検査後、検査後、結果結果結果結果説明説明説明説明とその対策についてとその対策についてとその対策についてとその対策について先生に先生に先生に先生にご相談できます。ご相談できます。ご相談できます。ご相談できます。 

ごごごご自身にあった自身にあった自身にあった自身にあった生活習慣の生活習慣の生活習慣の生活習慣の改善と改善と改善と改善と予防にお役立て下さい予防にお役立て下さい予防にお役立て下さい予防にお役立て下さい 

 

～～～～ご希望の方は健診内科窓口へご希望の方は健診内科窓口へご希望の方は健診内科窓口へご希望の方は健診内科窓口へお申し出下さいお申し出下さいお申し出下さいお申し出下さい～～～～ 



 

動脈硬化動脈硬化動脈硬化動脈硬化とはとはとはとは 

動脈硬化とは、血管の壁にコレステロールや血液の固まりがたまり、血液の流れを悪くしたり血管を閉塞

させたりします。このようにして、血管の弾力が弱まると、血液の流れが悪くなり心臓に負担がかかりま

す。それが高血圧や狭心症、心筋梗塞、心不全、脳卒中といった生命の危険につながる疾患を引き起こす

こともあるのです。原因はさまざまですが、コレステロールの過剰摂取や高血圧､タバコ､糖尿病､肥満､ 

加齢､ストレスなどがあります。日本人の死因の 3 割は脳や心疾患が占めており、動脈硬化のような血管

のトラブルは身近な問題です。                                                

心臓に大きな負担がかかる 心不全・高血圧症

臓器、組織が正しく機能しなくなる 心筋梗塞・狭心症・脳梗塞

血管がやぶれやすくなる
脳出血

動脈硬化が進行すると 

血中ビタミンとは血中ビタミンとは血中ビタミンとは血中ビタミンとは 

ビタミンは生体内の代謝(機能の働きをよくす

る)や調整をする大切な働きがあります。活性酸

素を除去するはたらきは、抗酸化作用といわれ、

いわゆる体のサビの防止になります。 

ところが、ストレスが多いとこの防御が効かず、

サビが進行し老化してしまうのです。            

体内ホルモンとは体内ホルモンとは体内ホルモンとは体内ホルモンとは 

（男性） テストステロンは、男性の成長や精子の生産に関係する

ホルモンで精巣から分泌されます。思春期には男性性器の発育を

促進しますが、それだけでなく、肉体が成熟した後も、筋肉や骨

の質を高めて運動機能が向上するのを助けます。高血圧や、糖尿

病の予防に関連しています。ホルモンの分泌が少ない男性は更年

期障害が現れ、気力の減退やうつ症状に陥ります 

（女性）女性らしいカラダつきや、皮膚の老化等に女性ホルモ

ンが関係していることはよく知られていますが、実は、 

動脈硬化や骨密度の低下を防いでおり、ホルモン量は外見 

だけでなく体の老化に大変重要です。女性ホルモンは脳から

の刺激などによって卵巣で分泌されます。日本人ではほぼ

50 歳の閉経を境に女性ホルモンのエストロゲンは急激に 

減少します。その為定期的な検査によって、対処方法を選ん

でいくことが大事なのです。 アルツハイマー型認知症とはアルツハイマー型認知症とはアルツハイマー型認知症とはアルツハイマー型認知症とは 

アルツハイマー病は大脳の萎縮により主として記憶力低下を

生ずる病気です。40 歳以上から、発症の可能性が高くなり、

65 歳以上になると軽度の認知症の方は約 30％とも言われて

おります。認知症の原因としてもっとも多いアルツハイマー

病にはいくつかの危険因子があることがわかっており、個人

のもつ遺伝子のタイプが発症のしやすさに関係していること

が分かっています。また、加齢の他、生活習慣病である糖尿

病や高血圧、頭部外傷の既往がある人などはリスクが高いこ

とが分かっています。認知症は早期発見が大切です。 


